
　

　

　

　

　

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
加
入

者
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に

治
療
期
間
に
応
じ
て
保
険
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
人
】本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
人
▼
市
内
に
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
人

【
保
険
期
間
】４
月
１
日（
中
途
加

入
者
は
加
入
手
続
き
を
し
た
日
の

翌
日
）〜
平
成
26
年
３
月
31
日

【
保
険
料
・
加
入
口
数
】１
人
１

口
７
２
０
円（
１
人
２
口
ま
で
）▼

中
途
加
入
者
の
保
険
料
は
加
入
日

に
よ
り
異
な
り
ま
す（
４
月
30
日

以
降
、１
カ
月
ご
と
に
60
円
減
額
）

【
保
険
金
】下
表
の
と
お
り

【
受
付
場
所
】３
月
１
日
㈮
か
ら
、

市
内
の
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
除
く
）、
支
所
、
市
民
相
談

課（
市
役
所
本
館
１
階
）

【
加
入
方
法
】平
成
24
年
度
に
加

入
し
て
い
る
人
＝
市
か
ら
送
付
し

て
い
る
加
入
申
込
書
で
申
し
込
み

▼
平
成
24
年
度
に
加
入
し
て
い
な

い
人
ま
た
は
加
入
申
込
書
を
紛
失

し
た
人
＝
受
付
場
所
で
申
し
込
み

■
自
転
車
の
人
身
事
故
も
対
象

【
対
象
に
な
る
事
例
】道
路
で
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
の

車
両
に
よ
る
人

身
事
故
で
受
傷

し
、
警
察
で
人

身
扱
い
の
交
通

事
故
に
な
っ
た

場
合（
国
内
で

発
生
し
た
事
故
に
限
る
）な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
事
故
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
届
け
出
を

【
交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
】自

転
車
単
独
の
人
身
事
故
や
軽
い
け

が
で
も
、
直
ち
に
警
察
署
に
人
身

事
故
扱
い
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
保
険
金

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

【
日
時
】３
月
17
日
㈰
。
集
合
＝

９
時
、
解
散
＝
12
時
。
と
も
に
道
後

温
泉
駅（
伊
予
鉄
道
）▼
雨
天
決
行

【
内
容
】学
芸
員
ら
の
解
説
を
交

え
、『
坂
の
上
の
雲
』ゆ
か
り
の
地
や

道
後
周
辺
の
寺
社
を
徒
歩
で
巡
る

【
対
象
】市
内
在
住
の
人（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
定
員
】40
人
程
度（
抽
選
）

【
料
金
】５
０
０
円

【
申
し
込
み
】３
月
８
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
〒
790
０
０ 

０
１
一
番
町
三
丁
目
20
坂
の
上
の

雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
８
」係
�

saka-museum@
city.matsuyama.

ehime.jp
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古
き
良
き
物
と
川
や
泉
な
ど
の

自
然
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
し
、

歴
史
と
伝
統
の
中
で
人
情
味
の
厚

い
人
々
が
暮
ら
す
浮
穴
校
区
。

　

浮
穴
の
先
人
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
き
た
泉
の
一
つ
に
、
松
原
泉
が

あ
り
ま
す
。
旧
国
道
33
号
線
、
重

信
橋
の
東
、
お
よ
そ
２
０
０
㍍
の

場
所
に
昨
夏
も
た
く
さ
ん
の
ホ
タ

ル
が
優
し
く
神
秘
的
な
輝
き
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

浮
穴
小
学
校
で
は
、
５
年
生
が

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
ホ
タ
ル

の
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
の
成
虫
を
採
集
し
て
産
卵

さ
せ
、
幼
虫
に
な
る
ま
で
観
察
や

世
話
を
し
、
池
周
辺
の
ビ
オ
ト
ー

プ
に
幼
虫
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
全
て
の
体
験
が

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
飼
育

に
悪
戦
苦
闘
の
日
々
で
す
が
、「
浮

穴
ホ
タ
ル
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
指

導
の
下
、活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

卵
か
ら
幼
虫
に
な
っ
た
と
き
や
幼

虫
が
川
ニ
ナ
を
食
べ
始
め
た
と
き

な
ど
は
、
そ
の
神
秘
さ
や
不
思
議

さ
に
心
が
奪
わ
れ
、
ま
さ
に
感
動

の
連
続
で
し
た
。

　

去
年
の
夏
は
、
学
校
で
10
匹
程

度
の
ホ
タ
ル
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
の
夏
に
は
、
５
年
生
の

活
動
の
成
果
が
出
て
、
も
っ
と
多

く
の
ホ
タ
ル
が
学
校
の
池
周
辺
で

見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
良
さ
を
受
け
継
ぎ
、
つ

な
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
浮

穴
っ
子
た
ち
の
活
動
に
今
後
も
注

目
！

飼育箱もそろって、ホタル採集の準備完了

ホタル博士に産卵床の作り方を教わる子どもたち

伊
い

佐
さ

爾
に

波
わ

神社

人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
、
学
校
に
ホ
タ
ル
が
舞
う
浮
穴

松
山
っ
子
の
声

　

ぼ
く
は
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を

初
め
て
見
ま
し
た
。
小
さ
い
幼

虫
が
、
川
ニ
ナ
を
食
べ
る
と
こ

ろ
も
顕
微
鏡
で
見
ま
し
た
。
自

然
の
不
思
議
さ
に
驚
き
、
来
年

の
夏
は
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル

が
浮
穴
小
学
校
で
飛
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。（５

年
男
子
）

第29回 浮穴小学校
児童数　男307人・女276人・計583人

（平成25年２月１日現在）

地
区
の
方
の
声

◦
市
の
中
心
で
住
み
や
す
く
、
松

山
城
、
萬ば

ん

翠す
い

荘そ
う

な
ど
の
文
化
財
が

豊
富
で
す

◦
大
街
道
、
銀
天
街
ア
ー
ケ
ー
ド

内
の
駐
輪
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い

◦
防
犯
灯
の
蛍
光
灯
が
よ
く
消
え

る
の
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
変
更
で

き
な
い
か

◦
松
山
市
を
ロ
ケ
地
と
し
た
映
画

や
ド
ラ
マ
を
誘
致
し
、
来
訪
者
を

増
や
し
て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

地区の課題を話す参加者

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
�
948
６
３
８

３
・
�
934
３
１
５
７
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
の

加
入
な
ど
に
関
す
る
こ
と
＝
市

民
相
談
課
☎
948
６
４
４
７
・
�

934
１
７
６
８
、
保
険
金
請
求
に

関
す
る
こ
と
＝
㈱
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
市
民
交
通
傷
害
保
険

係
☎
946
０
０
６
２
・
�
932
０
１

２
１
へ

38

番町
地区

ばん ちょう２
月
８
日
開
催
・
番
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
参
加
者
57
人

　

市
の
中
心
に
位
置
し
、
松

山
城
、
城
山
公
園
を
含
む
人

口
３
２
８
８
人
、
１
８
３ 

４
世
帯（
２
月
１
日
現
在
）の

番
町
地
区
。県
庁
や
市
役
所
、

多
く
の
企
業
オ
フ
ィ
ス
が
立

ち
並
び
、
２
つ
の
デ
パ
ー
ト

と
そ
の
間
を
結
ぶ
商
店
街
な

ど
が
立
地
す
る
中
心
商
店
街

と
し
て
も
市
民
に
な
じ
み
の

深
い
地
域
で
す
。

　

松
山
の
名
前
の
由
来
で
あ

る
松
山
城
は
１
６
０
３
年
、

加
藤
嘉
明
に
よ
り
築
か
れ
た

城
で
、
江
戸
期
の
番
町
地
区

に
は
、
15
万
石
の
城
下
町
に

ふ
さ
わ
し
く
、
武
家
屋
敷
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
明

治
に
入
り
一
番
町
は
官
庁
街

に
、
二
番
町
は
文
教
地
区
に

な
り
、次
第
に
今
の
大
街
道
、

銀
天
街
に
商
業
機
能
が
集
積

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

整
備
工
事
に
よ
り
開
放
的

な
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

城
山
公
園
は
、
数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

城
山
の
麓
に
あ
る
、
萬ば

ん

翠す
い

荘そ
う

は
大
正
11
年
に
旧
松
山
藩

主
久
松
家
別
邸
と
し
て
建
て

ら
れ
た
純
フ
ラ
ン
ス
風
の
洋

館
で
、
平
成
23
年
に
は
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
県
立
美
術
館

別
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
萬
翠
荘
の
隣
に
は
、

平
成
19
年
に
坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
。

建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
が
設

計
し
、
三
角
形
を
基
本
と
し

た
地
上
４
階
、
地
下
１
階
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
ガ

ラ
ス
張
り
の
壁
面
に
は
松
山

城
の
森
が
広
が
り
、
城
郭
と

萬
翠
荘
が
浮
か
び
ま
す
。
館

内
に
は
市
内
に
点
在
す
る
小

説『
坂
の
上
の
雲
』ゆ
か
り
の

地
や
、
主
人
公
の
足
跡
が
集

約
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。

～まちのいいとこ～
「誇れる」地域の宝 番 町 編

　お問い合わせは、坂
の上の雲ミュージアム
☎915―2600・�915―3 
600へ

「
道
後
の
歴
史
探
訪
」

「
道
後
の
歴
史
探
訪
」
参
加
者
募
集

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
８

３
月
１
日
㈮
受
け
付
け
開
始

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
ご
加
入
を

保　険　金
傷害の程度（１口につき） 金　額
死亡・後遺障害保険金 100万円

傷
害
を
被
っ
た
と
き
の
治
療
期
間

６カ月以上 12万円

５カ月以上６カ月未満 ９万円

４カ月以上５カ月未満 ７万円

３カ月以上４カ月未満 ５万円

２カ月以上３カ月未満 ３万円

１カ月以上２カ月未満 ２万円

１週間以上１カ月未満 １万円

１週間未満 5,000円

坂の上の雲ミュージアム

多くの人でにぎわう城山公園
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